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令和４年１２月２３日 市長定例記者会見 会見録 

◆司会 

それでは、ただいまから市長定例記者会見を始めさせていただきます。市長、 

よろしくお願いいたします。 

◆市長 

今年も１年大変お世話になりました。富士山がとてもよく見える、いい日に  

なりました。恒例の今日の話題は「今年を振り返って。令和４年、静岡市の主な

出来事＆今年の漢字一字」にお付き合いいただきたいと思います。記者の皆さん

には、お手元に資料をお配りしております。それに沿ったかたちで振り返って 

みたいと思います。今年も“いのち”と“くらし”に向き合った１年でした。  

新型コロナウイルス感染症のみならず、ウクライナ侵攻や円安による物価高騰

にも、市民の皆さんと共に立ち向かいました。４月には「まちは劇場」を公民が

一体となって推進するために、イベント主催者に対する奨励事業である「まちは

劇場ＴＲＹ‘２２」を始動させ、静岡まつりや安倍川花火大会、清水みなと祭り、

そして秋の大道芸ワールドカップなど、地域経済の活性化に資するイベントを

春夏秋冬開催いたしました。まちのにぎわいも戻ってきました。これから年末 

年始を迎えます。市民の皆さんには医療現場の負担を増やさないよう、新型  

コロナやインフルエンザに最大限の注意を払いつつ、年末年始を思い思いに 

楽しんでいただきたいと思います。 

今年、市としては、とても大きな出来事になってしまったのが、台風１５号に 

よる被災であります。静岡市には、およそ５０年前の昭和４９年、1974 年の  

七夕豪雨以来の大雨をもたらすことになりました。浸水対策などを進めてきた

ことによって命を守ることはできましたが、例えば清水区内で大規模な断水で、

たいへん日常生活に支障をきたすなど、ご不便をおかけして市民の皆さんの 

くらしに大きな影響が出てしまったということは、たいへん痛恨の極みであり

ました。いまだ復旧の道半ばであると認識しており、引き続き、復旧作業と被災

者の支援に全力で取り組んでまいります。 

新型コロナと台風被害から市民の皆さんの“いのち”と“くらし”を守るべく  

立ち向かったことが、大きな今年の静岡市政の出来事ではありましたが、一方で

今年はまちづくりの方向性を示す総合計画の第３次計画、いわゆる３次総の 

最終年度、そして、来年度からの４次総への幕開け、この大きな節目の年で  

ありました。最終年度、８年間、これまで３次総を皆さんと一緒に取り組んで 

きたわけでありますけれども、コロナ禍で足踏みをした時期もありましたけれ
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ども、一定の成果も着実に表れてきました。５大構想を打ち立てたわけですが、

その象徴的な事業である「歴史文化の拠点づくり」においては、その核となる 

静岡市歴史博物館が７月にプレオープンし、年明けの１月１３日にはグランド

オープンを迎えます。目下、市職員と文化振興財団の職員が公民連携で準備を 

進めております。「ないものねだりではなく、あるもの探し」という呼び掛けで、

さまざまな、ここでしか見られない展示品や記念企画展、盛りだくさんのイベン

トを、ぜひ楽しみにしていただきたいと思います。 

もう一つ「海洋文化の拠点づくり」、清水都心をこれで磨いてまいりました。  

その象徴的な施設である、仮称・静岡市海洋・地球総合ミュージアムについては、

その運営を行う事業者が、乃村工藝社を代表企業とする９つの企業で構成され

たグループに決定いたしました。東海大学海洋学部、海洋研究開発機構ＪＡＭＳ

ＴＥＣ、そして、我々、市行政がワンチームになって、令和８年、2026 年の   

オープンを目指した取り組みを着実に進めていきたいと思います。 

これらに加えて、４次総のスタートにつながる出来事もありました。「まちは劇

場」の推進という５大構想にスポーツの分野も、力も活用していこうという議論

になって、「アートとスポーツがあふれるまちの推進」と位置付けをしたわけ 

ですけれども、卓球や野球のトップチームが、この静岡市を本拠地にして創設 

されるというところにたどり着きました。静岡市と卓球チームが連携し、スポー

ツの振興をはじめ、中山間地域、オクシズ地域の活性化や子どもたちの健全育成

など、スポーツをいかしたまちづくり・ひとづくりに取り組んでまいります。 

これから認知度の向上や応援機運の醸成に向けたＰＲの支援など、行政として

もしっかりと下支えをしていきたいと思います。野球についてもご存じの通り、

日本野球機構ＮＰＢがファームリーグの拡大構想を打ち出し、来年春の公募に

向けて、ハヤテグループが静岡市を本拠地として参加したいという意向を表明

されました。私は初当選の時、公約に掲げましたので、この夢を追ってまいり 

ました。道なきところに道をつくるという気持ちでここまで取り組んできまし

たけれども、実現の兆しが見えてきたということは、たいへん感慨深く、大きな

期待を寄せております。 

こうして１年間の出来事を踏まえて、今年の漢字として私が選んだのが「信」で

あります。私の名前の一字でありますけれども、広い気持ちで信用しよう、と 

いうのが私の名前の由来だそうです。親が付けてくれました。ですから、最後に

この言葉を選んだわけですが、先ほどのプロ野球、地元球団構想も信念を持って、

地方創生の中のわかりやすい、市民に喜んでいただける事業になるという  

気持ちで進めてきましたし、３次総、歴史博物館のプレオープンや海洋・地球 

総合ミュージアムの整備・運営など、まちみがきをしていくという信念の下で 

進めてきたのが、３次総最終年度に結実したということを、とても胸を張りたい
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と思います。 

しかしながら、任期もあと３カ月あります。大仕事があります。４次総の幕開け

になる予算を職員の皆さんと一緒につくり上げなければなりません。ですので、

そこまでしっかり任期を全うしていきたいと思いますし、１２年間一緒に仕事

をしてきた職員の皆さんに感謝の気持ち、そして来年度以降仕事をしてくださ

る新しい市長や職員の皆さんに、この４次総を信じて託したい、そんな気持ちで

あります。それでこの漢字を選ばせていただきました。本日、私からは以上です。 

◆司会 

それでは、ただいまの発表につきまして皆さまからご質問をお受けしたいと 

思います。いかがでしょうか。読売新聞さん、お願いいたしします。 

◆読売新聞 

読売新聞社です。１年を振り返られましたが、あえて一つ挙げるとすれば何にな

りますか。台風でしょうか、この中で。 

◆市長 

やっぱり３次総最終年度を迎えてきたと、そして一つ、５大構想を中心に成果が

表れたということが一番大きいと思います。 

◆読売新聞 

分かりました。結構です。 

◆司会 

その他いかがでしょうか。中日新聞さん、お願いいたします。 

◆中日新聞 

中日新聞です。今年の漢字、信じる、とおっしゃってくださったと思うんですが、

これってその年の出来事を振り返って象徴的な漢字一文字にすると思うんです

が、今のお話を伺うと、ご自身が出馬しない意向を固められて、来年に向けて 

職員を信じたいという思いで、そういう選んだ理由ですか。 

◆市長 

そうです。 
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◆中日新聞 

分かりました。あと、先ほどの読売新聞さんの質問でも、３次総、５大構想を  

中心に成果が出たことが今年の一番の振り返りだ、という話だったと思うの 

ですが、５大構想の中でもいろいろ動きがあったと思うのですが、特に挙げる 

なら、その中で何かありますか。 

◆市長 

城下町から発展をしてきたこのまちに総合歴史博物館が整備されてないという

ことは、昭和の時代からの行政課題でした。昭和、平成、令和、当時立案したの

は荻野凖平さんという市長でした。荻野凖平さん、河合代悟さん、天野進吾さん、

小嶋善吉さん、そして私へとたすきが渡されて、なんとかオープンにつなげる 

ことができたということは、市長として私も歴史の責任の一端を果たすことが

できたかなと、とても感慨深く感じています。 

◆司会 

その他いかがでしょうか。よろしいでしょうか。それでは幹事社質問に移りたい

と思います。テレビ静岡さん、お願いいたします。 

◆テレビ静岡 

テレビ静岡です。幹事社質問２問あります、１点目、新型コロナの感染者が増加

傾向です。インフルエンザとの同時流行も懸念される中、年末年始迎えますが、

改めて呼び掛けをお願いします。 

◆市長 

これについて市民の皆さん一人ひとりの自覚、意識、行動が大事であります。 

本日お配りしているチラシをご覧いただきたいと思います。まず、この大きな 

Ｂ３判のチラシは、今月１０日の土曜日に朝刊各紙の折り込みにて配布した 

ものであります。それからもう一つ、Ａ４判のチラシ、これは今月下旬から、  

広報しずおか「静岡気分」の１月号に合わせて配布いたします。マグネットで 

見やすいところに貼っていただけると嬉しいです、と書いてあります。ぜひ、 

これをそれぞれのご家庭で、どこか目立つ所に貼っていただいて、注意していた

だきたいと思います。基本的な感染防止対策、オミクロン対応ワクチンやイン 

フルエンザワクチンの接種の検討、新型コロナの検査キットや解熱鎮痛剤の 

備えなどもお願いいたします。今日はこの質問に備えて田中保健所長も同席 

してくださっていますので、補足の説明をいたします。 
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◆保健所長 

保健所長の田中でございます。よろしくお願いいたします。お手元のほうに資料

配付、いっているでしょうか。静岡市におきます感染状況ですけれども、現在、

感染拡大が東京圏を中心に広がっておりますが、過去の事例を見ましても、東京

圏の影響を、非常に静岡市は強く受けます。また、お手元の資料１ページをご覧 

いただきたいのですけれども、オミクロンファミリーの変異株がたいへん多く

入り込んで検出されている状況が続いております。こういったことが現在、市内

の感染者がなかなか減らない、増加している主な理由ではないかと考えており

ます。ただ、静岡市の新規の感染発生者数は、県全体と比較いたしますと、   

わずかながらですが低いということ、また資料２のほうにもございますが、懸念

されておりますインフルエンザの定点観測のほうも、現状１件のみということ

で、東部のほうで流行に入ったという話もありますが、現在、静岡市におきま 

しては、そういう状況にないということ、このあたりのことを総合して考えます

と、市民の予防活動が実践されているおかげではないかと考えておりますが、 

やはりオミクロン株が、いろいろな変異株が増えているということもあります

ので、次の資料３見ていただきますと、現在オミクロン株が流行している中で、

オミクロン対応ワクチンを打った方については、年齢別の解析しか今は全数 

調査ができませんのでデータはないのですが、よく効いているのかなという 

印象を与えるデータが出ております。現在、年内の予約枠、まだ残っております。 

また、新年も６日から予防接種可能になりますので、ぜひご検討いただきたいと

思います。 

次に、医療の状況につきまして、資料４をご覧いただきたいと思います。現在、 

救急搬送困難事例、全国でも問題となっておりますが、私ども静岡市、政令市の

中では、他の都市に比べまして桁違いに低いということで、よく指摘されており

ますが、これにつきましては医療関係者、救急関係者が必死の努力を行う中で 

実現できているということを、ぜひ知っていただきたいと思います。ただ、この

まま感染拡大が続いていきますと、救急の患者が受け入れられなくなるのでは

ないかという懸念も関係者は訴えておりますので、ぜひ感染拡大の歯止めに 

引き続きの協力をお願いしたいという切実な願いが、私どものほうにも聞こえ

ているという状況です。 

それと三つ目、これから年末年始を迎えてということで、社会経済活動と予防 

活動、どういう関係なのかということについてですけれども、現在、国のほうの

考え方、少し聞いてみたのですけれども、適切な予防活動、ワクチン接種、また

治療法の進歩、こういったことによりまして、コロナのリスクについては、社会

経済活動を継続する上で許容可能なレベルに持っていくことができるというの

が現在の考え方だそうです。少し分かりにくいところもありますので、例え話を
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いたしますと、例えばこの車社会、鉄の塊が何十キロというスピードで道路を 

走り回っていますが、交通規則、マナー、あるいは安全装置、こういったものを

使うことで交通弱者への配慮、こういったこともあれば、日常生活の中で自動車

のリスクを意識するということはほとんどありません。ただ、ルールを守らない、

信号を守らない、あるいは交通マナーを守らないと事故になってしまう、コロナ

もそういうことではないかと思っております。お手元のほうに、今、市民が何を

どうすべきかということに関して、情報を、折り込みチラシあるいは広報紙等を

通じてお渡ししたところです。こういったマナーやルールを守っていただきな

がら、楽しく年末年始を過ごしていただければと思います。以上です。 

◆司会 

それでは２問目、どうぞ。 

◆テレビ静岡 

２問目いきます。来年４月の市長選をめぐり、これまで田辺市政を支援してきた

市議会の第一会派が難波氏を推薦、市政にどちらかというと反対してきた第二

会派が難波氏と政策協定を結びました。支援してきた会派と反対してきた会派

が同じ人物を支援していくということになると思いますが、こうした状況に 

ついての受け止めをお願いします。 

◆市長 

第一会派にしても第二会派にしましても、１１月議会で私どもが上程した  

４次総の基本構想・基本計画、議論していただいて、ともに可決していただき 

ましたので、４次総の基本路線に議会と行政、ともに責任を持つということで 

ありますので、この基本路線を継承していただくということに期待したいと 

思います。 

◆テレビ静岡 

一人の人物に支援が集中することで、市長選への関心の低下ですとか、盛り上が

りに欠けるなどの懸念があると思いますけれども、そのへんは現職の市長と 

して、これから市政を発展させる上で、今後どのようなことを呼び掛けというか、

期待されますか。 

◆市長 

それは議会の皆さまが決めたことでありますので、それを尊重したいと思い 

ます。私とすると、やはり４次総の基本路線、世界に輝く静岡の実現、コロナ禍
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の、まだ最中ですので、その路線に向けて安定した市政を運営してほしい、それ

が願いであります。 

◆テレビ静岡 

市民に向けては、関心の低さにつながってしまうようなかたちになるかもしれ

ないですけれども、何かしら市長選に関して伝えたいことがあれば教えてくだ

さい。 

◆市長 

それは、メディアの皆さんの伝え方にも工夫を凝らしていただくことが大事 

だと思っております。私は、１８歳以上の全ての選挙権を持っている皆様に、 

ぜひ自分の大事な一票が次のまちづくりを決めるという権利意識の中で投票に

足を向けていただきたいと願っています。 

◆テレビ静岡 

幹事社質問は以上です。 

◆司会 

それでは、ただいまの幹事社質問に関連したご質問をまずはお受けしたいと 

思いますが、いかがでしょうか。中日新聞さん、お願いいたします。 

◆中日新聞 

中日新聞です。静岡市長選で、次の人には市政を継続してくださる方、とおっ 

しゃったと思うのですが、それを今、出馬されている山田氏、難波氏でいくと 

難波氏だと思うんですが、難波氏が市政の継続もうたって自民党とも政策協定

を結んでいますが、難波氏を応援する予定はありますか。 

◆市長 

誠実な方だという印象を持っております。しかし、私はそのあたりは慎重に、 

まだマニフェストも出ておりませんし、きちっと見極めていきたいと思って 

います。 

◆中日新聞 

ちょっと聞き取れなかったんですが、誠実な方と最初おっしゃいました？ 

分かりました。 
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◆司会 

その他いかがでしょうか。読売新聞さん、お願いいたします。 

◆読売新聞 

今の関連でお伺いします。市長はかねがね、４次総を継承してもらえる候補に 

任せたいとおっしゃっていました。先日、日曜日、私、難波氏の講演を聴いたの

ですけれども、彼は、「４次総を継承するのではなくて、自分なりに上書きする」

と。もう一つ、ひっかかったのが、市長が常々唱えていらっしゃる「世界に輝く

静岡」という表現が引っ掛かるので、それを見直したいとおっしゃっていました。 

この「世界に輝く静岡」というモットーにかける想いについて、改めてお伺い 

したいと思うんですけれども。 

◆市長 

それは基本構想の中に、都市目標として掲げて、その定義も明記しております。 

まず市民一人ひとりが、我々が保健、福祉、医療、そして教育の分野で様々な  

下支えをすることによって、自分らしくこのまちで生きてほしい、輝いてほしい

という市民レベルの輝きと、まち全体の輝き、ないものねだりではなく、あるも

の探しをして、あるものを磨いていって、輝かせて、ぴかぴかにして、そして  

それがアイコンになって、世界中から人々がここに観光に来てくれたり、気に 

入ってくれるのであれば暮らしていただき、そして、これが地域の活性化につな

がるワンステップ、静岡市を国際都市にしていきたい、そんな想いを、この「世

界に輝く静岡」というキャッチフレーズに込めております。ぜひ尊重していただ

きたいと思います。 

◆読売新聞 

難波さんは来年１月にマニフェストを出されるとおっしゃいましたが、それを

ご覧になって、内容次第では個人的に支援できないと思われる可能性もあると

いうことになりますよね。 

◆市長 

先ほども申し上げました通り、見極めさせていただきたいと思います。各議会、

会派も政策協定をしていくと。特に最大会派の自民党さんは、４次総の基本路線

を堅持するということを協定の１番目に掲げておりますので、それを候補者に

も信じて託したいと思っています。ただし、私が１２年前もそうでしたけれども、

マニフェストは市長選挙に臨む標準装備であります。やはり、その候補者の  

カラーをマニフェストとして打ち出すということは大事であるので、上乗せと
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おっしゃいました？ 

◆読売新聞 

上書き。 

◆市長 

上書き、それは大事だと思います。４次総を真っ向から否定してマニフェストを

掲げるのではなくて、４次総を基本にして上書きをするということは、候補者 

として当たり前だと思います。 

◆司会 

その他いかがでしょうか。よろしいでしょうか。では、その他のご質問をお受け

したいと思います。その他のご質問ある方は挙手をお願いいたします。いかがで

しょうか。テレビ静岡さん、お願いいたします。 

◆テレビ静岡 

テレビ静岡です。沼津市の精神科病院で看護士が患者に暴行したということが

明らかになりましたけれども、県のほうが県内の病院に通知を出す方向で、今、

調整していると思うのですが、一部には、静岡市と浜松市は政令市ということで

所管がこちらにあるものもあると思うのですが、そのへんの受け止めと、今後、

静岡市としてどういった、市の所管の病院に対して何らかの通知なりを行って

いくご予定があるのかどうか、そのへんをお願いします。 

◆市長 

受け止めとしては残念の一語に尽きます。こんなことはあってはならないと 

思っています。今後の対応については所管の局と議論していきたいと思います。 

何か補足があればお願いします。 

◆保健所長 

精神保健福祉に関しましては保健所が所管をしておりますので、少し補完させ

ていただきます。静岡県さんのほうが通知を出されるということで、これにつき

ましては県知事の所管の範囲の一部が、政令市の市長のほうにも業務を精神 

保健福祉法上、権限移譲されている部分はありますので、現在、県のほうと調整

いたしまして、足並みを揃えて、政令市内の精神医療機関につきましても、同様

の対応をしていくということで、準備をしているところでございます。基本的に

は県と足並みを揃えるということでご理解いただければと思います。以上です。 
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◆テレビ静岡 

静岡市の所管は何施設くらいあるんでしょうか。 

◆保健所長 

また正確なところを調べてお話しさせていただきたいと思います。いずれに 

いたしましても、いわゆる措置入院等を行われる精神病院と、一部閉鎖病棟を 

持った医療機関ということで対応していくことになろうと思います。 

◆テレビ静岡 

分かりました。ありがとうございます。 

◆司会 

その他いかがでしょうか。よろしいでしょうか。それでは、本日の記者会見は 

ここまでとさせていただきます。次回の予定は、来年１月１０日、火曜日１１時

からの予定となります。本日はありがとうございました。 

◆市長 

ありがとうございました。来年もよろしくお願いします。よいお年を。 


